
園庭にいろいろな虫たちがたくさん集まってくるといい

なと、虫たちが住みやすい環境を作っています。どんな虫が

来るか楽しみです。 

９月 引き渡し訓練       10月  運動会（２～５歳児クラス） 

 幼児お楽しみ会 

芋掘り遠足（４・５歳児クラス） 

中旬 避難訓練・身体計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月 1日 

目黒区立ひもんや保育園長 

９・１０月の行事予定 

この夏も蝉やバッタ、水遊び、プール等々この時期ならではの遊びをどのクラスも楽しむことができま

した。保育士も子どもたちがどんなことに興味・関心を持ち、目を輝かせているのかを察知してすぐに遊

びに取り入れています。5歳児クラスの子どもたちは、星座に興味を持った子どもから発展し“どうやら

誕生石と言うものもあるらしい”と知った子どもがいたので、担任はさらに興味が広がるように早速誕生

石の表を作りました。友だちの誕生日を聞いては「〇月の誕生石は○○だよ」と教えたり「オパールって

なに？」と調べたりしています。 

先日園内研修の一環で、全職員が自分が感じた“子どもの姿にワクワクしたこと”を写真に撮って持ち

寄りました。「この子はこんなことに気付いていたよ」「どんな色になるか、試していたよ」「穴から水が出

ることが不思議で…」等々子どもの“生き生きとした眼差し”や“やりたい意欲”を紹介し合いました。

「へぇ、すごいねぇ」と感心したり笑ったり、と子どもたちの姿を伝え合う保育士たちもワクワクしなが

ら話していました。 

園全体で子どもの姿を共有し「子どもたちのワクワクを大切に保育をしていきたい」と再確認すること

ができました。これからも子どもたちの興味を探り、子ども自身が考えたりやりたい遊びを叶えられたり

する環境を工夫し整えていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プールもたくさん楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

こすもす組（４歳児クラス） 

 園庭の木にいる蝉から興味が広がり、虫を見つけ

たり、触ったりしたいと、公園に虫取りに行きまし

た。小さい虫取り網が欲しいという子どものつぶや

きを受けて、ワイヤーハンガーとビニール袋で虫取

り網を一人一つずつ作りました。虫取り網と虫カゴ

を持って準備万端です。公園に行くと自分の網を握

りしめてアリを捕まえたり、捕まえたカメムシを

「くさい虫だ」と言ったり、それぞれ夢中になりな

がら様々な虫を発見していました。耳を澄ましなが

ら蝉の鳴き声を聞き取り「あの木の方から声がする

ぞ」「行ってみよう」と逃げないように忍び足で木の

ところに行き蝉を発見しています。その中でひとり

の子どもが地面の上にいる蝉を見つけましたが、自

分では捕れないと思い友達を呼んできて捕まえて

いました。「よく見つけたね、すごいね」「捕まえら

れたね」「大成功、やったね」と皆で喜び合っていま

す。子どもたちの力で捕まえられたことが 

自信に繋がっていました。こすもす 

   組の連携プレイに驚かされました。 

たんぽぽ組（３歳児クラス） 

 朝顔やオシロイバナを探して、色水を作り始

めました。「きれいなピンク色になった」「もっ

とピンクにしたい」とそれぞれお気に入りのピ

ンクの色水を作り上げて嬉しそうな子どもたち

です。そんな友達の姿を見て「ぼくはピンクじ

ゃなくて緑色のが作りたいんだけど」と悩んで

いる子がいました。「緑になりそうなもの探して

ごらん」と伝えると、自分で庭の中を探し「先

生、この落ちちゃったピーマンはどうかな？」

と持ってきました。「やってみよう」とピーマン

とその葉っぱも水の中に入れて、一生懸命に潰

してみると「緑の色水出来てきた」とだんだん

緑に変わっていく水を前にキラキラした表情を

見せています。友達もそれを見て「本当だ！緑

だ！」と驚きの表情でした。色々なことを考え、

試す子どもの姿にワクワクした時間でした。 

ひまわり組（５歳児クラス） 

色水遊びの中で、タライに浮かぶペットボトルを見つけた子どもたちから「いいこと思いついちゃった」「プー

ルで浮かべて遊んだらどう？」「あっ！船にして乗りたい」「いいねー面白いかも！」という声があり、船を作る

ことになりました。子どもたちから「段ボールで作る」という声があがったので、まずは段ボールで作ることに

しました。保育士は段ボールではすぐに壊れてしまうことを知っていましたが、自分たちで試してほしいと思い

ました。段ボールの船を浮かべてみると最初は乗る事ができて喜びましたが、徐々に水がしみて沈み始めると「沈

没だー」と大笑いしていました。その経験をきっかけに今度は「ビニールで包もう」「ペットボトルを足そう」と

次々にアイデアが生まれ、改良した船作りが始まりました。完成した船に乗る時は緊張した表情 

でしたが、浮いた瞬間に笑顔が広がり「やった！２人で乗れた！」と友達と喜び合いました。挑 

戦や工夫を楽しみ、仲間と力を合わせる子どもたちの姿に、保育士も一緒にワクワクしています。 

ビート板やウレタンスティック

でプカプカ～  

ワニ泳ぎ 

友達と一緒に星☆ 

みんなでつながって～ 
フープにつかまって 

けのび 


